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要 旨 











●キーワード  ポルトガル宣教師達、潜在的な市民意識、地域にあるもの探し、観光ボランティアガイド 
Portugal propagators, Potential citizen awareness, Search for thing in the area 









２ 横瀬浦史跡公園の計画                【コンセプト】地域にあるもの探し 
 １） 地場の人、技術、材料の検討 
 ●崩れ石積みの工法に学ぶ                          【石工の 3点積に学ぶ】 














 ●田舎の良さを残す景観作り                        【周回遅れのトップランナー】 





●厄介者の竹林の問題                                【負から正の財産へ】 







●既存施設の改修と海のシルクロード広場            







                          
３ 終わりに                      巡礼ツーリズムと観光ガイド 
１）市民意識の芽生え・地域学の勉強会と観光ガイド 
平成 16 年（2004 年）5 月に横瀬浦の歴史を発信できるハード部分が完成後には、横瀬浦史
跡公園が学校教育に活用され、観光ボランティアガイドの育成として「西海学」の勉強会が開催され
ている。また 2008年天正遣欧使節団の一人であった中浦ジュリアンが“福者”に選ばれたことで中
浦ジュリアン記念公園と併せて巡礼ツアーの開催が行われた。そして 2010 年長崎の教会群とあわせ
た巡礼ツアーが計画されている。今後は市民の各種団体の活動が活発になり、さらに歴史を掘り起こ
し地域観光資源を創出し、地域間ネットワークによる巡礼ツーリズムの創造、建築材料の地産
地消を行うことで雇用の確保と技術の伝承が行われることを願っている。 
その他、交流人口を増すことが狙いとなるグリーンツーリズム構想に沿って、みかんドームや
伊佐ノ浦公園（コテージ群、レストラン）、それに七ツ釜鍾乳洞公園・管理棟、街路サイン計
画など土地の自然環境や材料と技術、それに人々の暮らしを最大限に活用した計画で進め、そ
れらが着地型観光地・西海市の観光まちづくりとして次第に成果が現れてきている。 
